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津 南町森林組合

生産工場収穫作業

代
表
理
事
組
合
長　

涌
井
　
九
八
郎

長
い
と
思
っ
て
い
た
冬
も
瞬
く
間
に
春
の
訪
れ
と
な
り
、
桜
の
開
花

と
と
も
に
春
耕
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
組
合
運
営
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
３
月
19
日
に
第
50
回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ

ろ
多
数
の
総
代
の
皆
様
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
、
提
案
い
た
し
ま
し
た

全
議
案
を
承
認
頂
き
ま
し
た
。
今
期
は
円
安
に
よ
る
影
響
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
原
油
価
格
の
安
定
で
動
力
光
熱
費
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と

も
組
合
経
営
に
は
効
果
を
も
た
ら
し
、
総
取
扱
額
か
ら
見
れ
ば
極
め
て

僅
か
で
す
が
前
期
並
み
の
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

森
林
経
営
計
画
に
よ
る
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
山
林
所
有
者

や
生
産
森
林
組
合
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
36
ha
の
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
町
か
ら
の
支
援
と
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
基
金
の
活
用
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
今
期
も
29
ha
の
森
林

整
備
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
で
間
伐
搬
出
さ
れ
た
木
材
に
つ
い

て
は
製
材
加
工
の
う
え
「
ふ
る
さ
と
越
後
の
家
づ
く
り
事
業
」
と
し
て

販
売
の
他
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
に
活
用
し
て
行
く
予
定
で
す
。

食
品
加
工
に
お
い
て
は
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際

認
証
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
を
取
得
し
て
２
年
目
に
入
っ
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
食
品
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
参

り
ま
す
。
併
せ
て
日
本
食
研
Ｈ
Ｄ
㈱
様
と
協
力
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
食
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

き
の
こ
部
門
に
お
い
て
は
培
養
事
業
、
生
産
事
業
と
も
順
調
に
推
移

し
て
お
り
、
生
産
組
織
と
も
ど
も
地
域
特
産
物
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
６
月
に
は
、
組
合
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
50
年
で
社
会
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
津

南
町
に
お
け
る
森
林
組
合
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
組
合
員
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。
取
り
巻
く
経
済
環
境
も
依
然
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

組
合
員
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
に
向
け
て



K o u h o u  S h i n r i n

広 報 し ん り ん 2

K o u h o u  S h i n r i n

第50回通常総代会が開催されました
付議された議案
第1号議案

平成28年度事業報告、貸借対照表、損益計算書及び
剰余金処分案の承認について

【説明】
総取扱高24億8千万円で前年度比100.8％となりま
した。この結果、税引前当期利益は19,228千円、当
期未処分利益は22,870千円となり2％の出資配当と
して内部留保に充てさせていただくことになりました。

第2号議案
 平成29年度事業収支計画の承認について

第3号議案
 本年度経済事業手数料率の決定について

第4号議案
 一組合員に対する貸付金の限度額の決定について

第5号議案
 本年度借入金最高限度額の決定について

第6号議案
 余裕金預け入れ先金融機関の決定について

第7号議案
 本年度役員報酬額の決定について

以上、議長には小池の村山俊郎総代様が選出され、
スムーズな進行をしていただく中、全議案が承認されま
した。また、今年度は総取扱額24億8千1百万円、前期
実績比100％を計画しております。役職員一丸となって
努力して参りますので宜しくお願いいたします。

表彰式
表彰の種類 受賞者氏名 理　由

感謝状

陣場下 石橋　義一

業務協力員
勤続 10 年以上

芦ヶ崎 小島　七郎

芦ヶ崎 大口　孝法

中　子 麻績　茂夫

前　倉 山田　益雄

鹿　渡 恩田　朝夫

職員表彰

総務部 山田江利子

職員勤続 20 年

特産部 根津　成子

特産部 廣田　　聡

特産部 小宮山シノブ

きのこ部 津端智津子

特産部 寺口　幸子
定年退職による特別表彰
職員勤続 36 年

津南町森林組合表彰規定により、永年に亘り組合
業務運営に寄与された方に感謝状並びに表彰状が
贈呈されました。 （敬称略）

石橋義一さん

寺口幸子さん
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雪
害
等
に
よ
る

　
支
障
木
は

　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
の
雪
は
断
続
的
に
降

り
、多
く
も
少
な
く
も
な
い

降
り
方
の
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、枝
の
上
に
雪
が
降
り

積
り
落
雪
事
故
な
ど
の
話
も

聞
き
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
家

の
周
り
で
は
、枝
が
折
れ
た

り
倒
れ
そ
う
な
木
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

森
林
組
合
で
は
、そ
の
よ

う
な
支
障
木
の
伐
採
作
業
や
、

対
処
に
困
る
木
や
枝
の
処
理

の
ご
相
談
を
お
引
き
受
け
い

た
し
ま
す
。ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
し
た
ら
無
料
で
お
見
積

も
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、現
場
条
件
等
で
や

む
を
得
ず
、雪
上
作
業
に
限

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
２
５
１
０

森
林
施
業
課
：
山
田
、吉
楽

（
キ
ラ
）、江
村
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

先
月
Ｊ
Ｒ
新
津
駅
が
エ
コ
な

駅
と
し
て
の
モ
デ
ル
駅
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
湯
沢
の
鉄
道
林
間

伐
材
を
当
組
合
で
加
工
し
、
納

　

上
郷
小
学
校
六
年
生
の
児
童

が
卒
業
記
念
に
木
製
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

品
し
ま
し
た
。

　

待
合
所
等
に
ふ
ん
だ
ん
に
木

材
が
使
わ
れ
、
温
か
み
を
感
じ

る
駅
舎
に
な
っ
た
と
評
判
で
す
。

Ｊ
Ｒ
新
津
駅

　
　
　
「
エ
コ
ス
テ
」モ
デ
ル
駅

卒
業
記
念

　
　
　
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
作

定
年
退
職
者
紹
介

　

組
合
に
入
り
良
き
先

輩
、
仲
間
に
恵
ま
れ
働

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
で
無
事
定

年
を
む
か
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
、今
ま
で
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

組
合
に
入
っ
て
足
掛

け
32
年
、
無
事
定
年
を

迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

周
り
の
皆
さ
ん
に
助

け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

20
年
間
無
事
に
勤
め
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
16
年
間

も
お
世
話
に
な
り
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

又
、
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

寺口 幸子髙橋 てる子村山 三枝子鈴木 松代
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わらび集荷わらび集荷わらび集荷

わらび集荷と
山竹の子缶詰加工のお知らせ

わらび集荷と
山竹の子缶詰加工のお知らせ

わらび集荷と
山竹の子缶詰加工のお知らせ

山竹の子缶詰加工山竹の子缶詰加工

毎年山菜集荷にご協力いただきありがとうございます。今年度も、山菜集荷はわらびのみと
させていただきます。又、例年好評をいただいております山竹の子の缶詰加工も承ります。

お問合せなど詳しくは、特産部
『久保田』までご連絡ください。お問合せ

平成29年度

山竹の子缶詰加工

買取価格 １キログラム当り　255 円（税込）

お願い
家庭で食べられる程度の「こわさ」で、穂先の開いていないもの
長さを 25cm 以内に揃えて、ポリテープで束ねてください

受入時間 平日 9 時～ 12 時、13 時～ 16 時半

精算方法
１ヶ月分まとめて、翌月 15 日に支払います

（休日の場合は翌日となります）

加工料 １缶　330 円（税込）　１kg で 3 ～ 4 缶程度できます

お願い
収穫後すぐに皮をむき、生のままで、食べられる部分を 10cm 以内に切り、ビニール袋
に入れてください
油性マジックで、住所・氏名・電話番号を明記してください

受　付　日
カレンダー

月 水 金

５月
・
６月

15 17 19

22 24 26

29 31 2

5 7 9

12 14 16

　お客様がお持ちになった竹の子は、必ずそのお客様の
缶詰になりますので、ご安心ください。
　なお、加工料は品物を引取る時にお支払いくださいま
すよう、お願いいたします。

今年もいっぺ持って来てね～！地元の山菜は大人気です！

11時半までに森林組合へお持ちください
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なめこと里芋。 大根サラダ

里芋…………………… 200ｇ
大根…………………… 200ｇ

レモン汁……………… 大サジ1
オリーブ油…………… 大サジ2～3

はちみつ……………… 大サジ1
ゆずこしょう………… 大サジ1

（その他）　塩、酢

なめこ………………… 1袋
水菜…………………… 適量

材料

ドレッシング

作  り  方

①里芋は皮をむき、約3ミリ厚さの輪切りにして塩入酢水に漬けておく。
②①の水を切り、鍋に入れ、たっぷりの水を注いで、火にかける。
　煮立ったら、灰汁を取り、火を通す。
③大根は皮をむいて、縦半分に切って、２～３ミリ幅に切る。塩少々で
　もみ、しんなりしたら、水気をきる。
④水菜は洗って、三センチ長さにきっておく。　⑤なめこを洗って、さっとゆでて、火を通しざるに上げる。
⑥ドレッシングの材料を混ぜ合わせる。　⑦水気を切った里芋、大根、水菜、なめこを合わせて皿に盛る。
⑧食べるときにドレッシングをかける。

食
品
安
全
の
全
体
研
修
開
催

　

去
る
三
月
四
日
㈯
、
特
産
部
の
部
門
会
議
に
引
き
続
き
、「
食
品
安
全
の
全
体
研
修
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
食
品
安
全
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
基
づ
く
教
育
訓
練
の
一

環
で
行
わ
れ
、
組
織
の
レ
ベ
ル
維
持
や
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
認
証
取
得
で
ご
指
導
頂
い
た
、
元
審
査

員
の
星
様
を
お
迎
え
し
、
約
半
日
間
み
っ
ち
り
研
修
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
昨
年
の
復
習
と
共
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
※
１
）

の
サ
イ
ク
ル
や
、
業
務
改
善
の
手

掛
か
り
等
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
で
も
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

特
産
部
で
は
、
各
種
の
研
修
や
講
習
を
年
間
４
〜
５
回
開
催
し
、
業
務
の
改
善
や

個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
負
担
で
資
格
取
得
や
、
通
信
教
育
も
行
っ
て
お
り
、
色
々
な
面
で
個

人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
毎
年
十
月
の
Ｑ
Ｃ
［
小
集
団
の
業
務
改
善

活
動
］発
表
会
で
は
１
年
間
の
成
果
を
出
し
合
い
、お
互
い
の
努
力
を
讃
え
る
と
共
に
、

普
段
分
か
ら
な
い
他
部
署
の
困
り
ご
と
や
工
夫
を
共
有
し
、
隠
れ
た
才
能
に
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
す
。
尚
こ
れ
に
は
各
賞
と
、
さ
さ
や
か
な
報
賞
金
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

各
サ
ー
ク
ル
が
発
表
練
習
も
し
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
全
体
的
に
取
り
組
む
方
向
で
進
展
中
で
す
。

（
※
１
）
プ
ラ
ン
、
ド
ゥ
、
チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
略
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　 あ と が き

　雪が消えてきて我が家のイチゴの苗が見
え始めました。昨年は小さいイチゴが一つ
なり、子供がパクッと食べ終了。たとえ一
つでも実をつけた時はうれしく、仕事も一
つずつ身につけて成長していければと思い
ます。さて、今年はいくつなるか！私の口
にも入るか！今から楽しみです。

特産部  生産課

小
お

野
の

塚
づか

　和
かずひさ

久
（十日町市松之山）

特産部  生産課

田
た

中
なか

　理
り さ

沙
（栄村）

きのこ部  生産工場

井
い の

ノ川
かわ

　雄
ゆう

基
き

（十日町市山崎）

特産部  生産課

石
いしざわ

澤　菜
な ほ

穂
（大赤沢）

きのこ部  生産工場

関
せきざわ

澤　幸
さち

恵
え

（谷内）

特産部  生産課

大
おおくち

口　浩
ひろ

美
み

（米原）

特産部 きのこ販売課

村
むらやま

山　雅
まさ

起
き

（十日町市程島）

森林木材部 森林施業課

吉
き ら

楽　裕
ゆう

也
や

（十日町市丸山町）

　新しい仲間を紹介
します。
　皆様からのご指導、
ご鞭撻の程よろしく
お願い致します。
（H28.4 〜 H29.4）

職員紹介

津南地域では春、雪消えを待っていたかのように芽
を出し白花（トキワイカリソウ）からピンク、薄赤紫色
まで色々な花を咲かせてくれます。多分スイセンやカタ
クリとともに春一番の花ではないでしょうか。

ゼンマイが出るような少し水分の多い斜面や林間
に育ち、草丈は 30 ～ 60㎝程度になり可憐な花をつ
けます。名前はこの花が船の錨（いかり）に似てい
ることに由来しています。一般的には一定の地域場
所には一つの花色しかないのが普通で白いトキワイ
カリソウは頸城地方に多く魚沼地域には見られない
のですが、津南のある場所にはこの白花からピンク、
薄赤紫など様々な色のイカリソウが混在している所
があります。

東京葛飾区の介護施設及び施設内に新

設された保育園に木製の積み木等を供給

させていただきました。また、十日町市内

の六保育園の園児にも“もくもくふれあ

い体験”に出向き、大変喜ばれました。

薬効については、このイカリソウを別名淫羊霍（イ
ンヨウカク）といい、中国では同じ仲間のホザキノ
イカリソウを食べた羊が 1 日に 100 回も交尾するほ
どの効果があると言われ精力剤として用いられてい
るようです。日本では利尿、補精、精力剤として用
いられる他、神経衰弱、健忘症にも効果があると云
われています。

利用方法は春の花として楽しむほか、薬草として
葉茎を刈り取り乾燥保存し煎じて食間に服用するの
が良いとされている
他、果実酒のように
利用する方法もある
ようです。

薬用植物編
イカリソウ

木製　積み木
大人気です


